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まえが き
国内の両生類 の減少 に影 響す る感染症 と して,20G6
年 日本 に上陸 したカエル ツボカ ど感染症や2008年に報
告 され た ラナ ウイル ス感染 症があげ られ るが,在 来 の
両生 類 に大 き な被 害 は報 告 され て いな い。福 井 で も
2008年か らの調査でカエル ツボカ ビが2010年に三国
町のモ リアオ ガエル で初 めて検 出 された が集 団感 染症
等 による大量死は見 られ ない醗'川内昧 骸 。 しか し,近
年 にな り第3の 新 興感染症 としてメタセル カ リア症 が
注 目を集 めている。2000年頃よ り,福 島県で全身 にメ
タセル カ リア症 に よる結 節 を持つ トウホ クサ ンシ ョウ
ウオ が確認 され,年 々その発生地域 の拡 大 と有病率 の
増加が報告 されてい るlL2)。2009年には,皮 膚結節か
ら吸 虫の被嚢幼 虫が回収 され,18rDNAおよび28rDNA
の遺伝子解析が行われた。そ の結果,1960年南米 コス
タ リカ の オ ナ ガ オ コ ジ ョ か ら検 出 さ れ た 吸 虫






激に対 し反応が鈍く,動 きが緩慢であった。 この結節
を持ったヒダサンショウウオを麻布大に送 り,同大の
宇根 らによりメタセルカ リア症と同定 された。流水性





サ ンシ ョウウオで は国内初記 録で あった。 また,2010
年10月 勝 山市 北谷 町の標 高550～75Gmで,背面か ら尾
部 にか け皮膚 に隆起が見 られ るハ コネサ ンシ ョウウオ
の幼体3個 体(写 真2)を,さ らに,2011年4月今立
郡池 田町の標 高407rnで,背面,尾 部お よび四肢で皮膚
が隆起 したク ロサ ンシ ョウウオの成体3個 体(写 真3)

















われている。両棲類は第2宿 主 として利用 され,両 棲
類を捕食するアライグマなどの外来哺乳類による,分
布拡散が懸念されている。確かなメタセルカ リア症急













2009年福井の ヒダサ ンシ ョウウオで メタセルカ リア
結簿 症が見つか った。201G年にはハ コネサ ンシ ョウウ
オで,2011年には クロサ ンシ ョウウオで メタセルカ リ
ア結飾 症がそれぞれ確認 された。
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